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ＹＫＫＡＰ、性能値はそのままに デザイン重視の「ＡＰＷ３３０」発表 
ＹＫＫ ＡＰ基幹商品である高性能樹脂窓「ＡＰＷ３３０」シリーズにおいてデザイ

ン性を重視した２つの新商品を発表した。 

一つは、「ＡＰＷ３３０」の木目仕様。色褪せが少なく、傷がつきにくい木目柄の
高耐候性ラミネートは、大日本印刷と３年かけて共同開発したもの。木の「フェイ
ク」といった枠を超えた「本物の木窓のような仕上がり感」を実現した。性能は１．
３１Ｗ／（ｍ２・Ｋ）と従来と変わらない。価格も３割増し程度に抑えた。色はチーク
色とブラックウォールナット色の２色の木目柄を用意し、外構や外観とのトータル
コーディネートを可能にした。７月１０日より全国発売する。 
もう一つは、網目のない樹脂防火窓だ。「ＡＰＷ３３０防火窓」耐熱強化複層ガ
ラス仕様は、ガラスから網をなくすことで眺望が良くなり、インテリアも損なわな
い。自社製の耐熱強化複層ガラス（Ｌｏｗ－Ｅ）を採用することで、こちらも価格を
従来の５％増しに抑えた。網目をなくしたことは、眺望やデザイン面だけでなく断
熱性能も向上させた。ガラス厚が薄くなり、空気層を広く確保できたため、１．８５
Ｗ／（ｍ２・Ｋ）と１．９を切る高性能が実現。同時に窓の重量も減り施工性も向上
した。２０分両面耐火、３階建て以上にも使用可能なＥＢ認定品としては、業界初
という。４月３日全国発売する。 
（左：耐熱強化複層ガラス 右：従来品の網入り複層ガラス）  

情報提供： 新建ハウジング

住宅用太陽光買い取り ２０１７年度は１ｋＷｈあたり２８円に 

経済産業省は３月１４日、再生可能エネルギー固定価
格買い取り制度の２０１７年度の新規参入者向け買い取
り価格を発表した。１０ｋＷ未満の住宅用太陽光は、出力
制御対応機器設置義務なしの場合で１ｋＷｈあたり２８
円、設置義務ありの場合で同３０円。２０１６年度よりそれ
ぞれ３円引き下げる。２０１９年度は、それぞれ２４円、２６
円まで引き下げる。 

情報提供： 経済産業省 

塩 梅 
物事には「丁度よい塩梅」という落としどころがある。つまり塩加減甘すぎてもよくないし辛すぎても

よくない。肩を揉んで貰うにしても強すぎては痛いし弱すぎては物足りない。これは社内組織にも

言えること、経営者は大河ドラマ真田丸で活躍する真田十勇士や軍師官兵衛に出てくる黒田二

十四騎のような勇者や猛者が我が社にも欲しいと願う、しかし 3 対 4 対 3 の法則は不変、最強の

エリート社員が3割いれば、極並みの社員が4割、そして役にも糞にもたたない社員が3割いる。

誰しもこの役立たずの無駄飯食らいがいなくなってくれたらどれだけ会社は強くなれるか、どれだ

け儲かるかと考える。しかしいかように策をめぐらそうとこのダメ社員が減ることはない、ではどうす

るか、折り合いをつけるのだ、先ず見方を変えるダメ社員を会社という大木を支える小さな根っ子

と考える。この 3割の小さな根っ子でも地中から水や栄養を吸い上げる役割は一応果たすのだ、

何事も塩梅が大切と知れ。

情報提供： 特別情報誌 
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